
    
      
        
      
    

  
目次

一　魔女は必ず約束を果たす

二　誰がこんな事態を想像しただろうか

三　幸せなそれから

第二王子と真珠姫

世継ぎの君と偽りの婚約者

あとがき

【既刊案内】

【書誌】


牙狼がろう王子おうじの純真じゅんしん　　番外編集





Ｂｙ　宵よい




[image: ]


[image: ]


一　魔女は必ず約束を果たす








ものすごく慌あわただしかったが、クラエスとノエリオの結婚式は滞とどこおりなく無事、終了した。




ヘルムートやディートリントのような『王子の結婚式』と違って、クラエスは『王子であるものの、呪いのせいで隠居状態』だ。そのおかげできちんとした式ではあるが、ささやかなものになった。



　王宮で華やかに盛大に行われる結婚式とは違い、森の中にあるクラエスの屋敷でのガーデンパーティで、双方の肉親、重臣くらいしか出席しない。人見知り、元引きこもりのノエリオでも、なんとかなりそうな招待客数で済んだ。

　国王夫妻とノエリオの両親、世継よつぎの君きみのマティアス、第二王子夫妻のヘルムートとディートリント、クラエスの呪いを知る少数の重臣と司祭、それくらいの参列者だ。これなら社交に慣れていないノエリオでもなんとかなった。いや、なんとかならずとも乗り切らなければならないのは当然だ。

　今までクラエスの名代みょうだいとしてエノーラが執とり行っていた王族の仕事を、将来はノエリオが行うことになるが、まだまだ勉強しなければならない。人見知りだの引きこもりだの言い訳して甘えるわけにはいかないのだ。

　そして姉と違って、輿入れの準備にもさほど費用がかからなかった。

　王宮で暮らすディートリントはそれなりの衣装や宝飾品などが必要になるが、ノエリオの場合、変わらずクラエスの屋敷に住む上に、男だ。

　女性より男性の方が、遙かに服飾費が安価で済む。服も宝飾品も女性に比べたら、男物は手のかかり方が違う。そして持参金の問題だが、世継ぎの君以外の王子・王女は元々、『かたちばかりの』持参金しか求められておらず、更にクラエスが『呪われた王子』で『王位につける可能性もない王族』で『若くして既に隠居の身』という、王子側に大変、難がある結婚な為、大幅に減額されていた。

　没落貴族のシュトラウス家でもなんとかなる金額に収まった。そこだけは感謝せずにいられなかったが、クラエスは「そんなに悩まなくても。たくさん政務の手伝いをしてもらっていたから、その給与支払い分もあるよ。それに、お金はある方が払えばいいんだよ」と非常に度量の大きい事を言っていた。

　こんなところで見栄を張っていたら一生結婚できないくらい、実家は没落しきっている。きれい事は言っていられない上、この法律の施行しこうを楽しみに、期待を持って待つ人々の為に一刻も早く式を挙げなければならないので、万が一足りない時は、クラエスの申し出をありがたく受けようと思っていたが、幸いな事にぎりぎりなんとかなった。

　それに衣装は大量にある。クラエスとエノーラが、結婚前から王室御用達の仕立屋に注文しまくっていた。新たに揃える必要がないくらいだった。







　クラエスと結婚し、晴れて『第三王子の配偶者』になったが、ノエリオの日常にさして大きな変化はなかった。

　変わらずクラエスは午前中、教師を呼んで授業を受けている。その間ノエリオは、エノーラから『社交界での作法』を習っていた。

　今まで引きこもっていたツケだ。お茶会にも夜会にも催もよおし物にも行ったことがない。今後はクラエスの代わりに出席しなければならないパーティや式典もある。ここで全部学ばなければならなかった。

　他にも語学が必要になる。クラエスの代わりにパーティに出席するなら、外国からの貴賓きひんの接待もある。時々クラエスの語学の先生について学ぶようにもなった。学ぶ事もやらなければならない事も、大量だ。

　午後はクラエスの政務を手伝う。相変わらず、機密書類はクラエスがひとりで処理しなければならないが、正式に雑務を手伝うようになった。

　まだまだ手紙や本の翻訳は難しい。早くそれも手伝えるよう、ノエリオはとても熱心に学んでいた。勉強は楽しい。そしてクラエスの役に立てるなら、嬉しかった。

　もしも姉の婚約式でクラエスと出会わなかったら、恋をしなかったなら、どんなつまらない人生を送っていただろう。きっとあのまま、怖い事から逃げ、引きこもり続けていた。

　クラエスがいない世界なんて、考えられなかった。

　結婚して変わった事。

　ノエリオは寝具に潜ったまま、隣で安らかな寝息を立てているクラエスをじっと見つめつつ、考える。

　毎日目が覚めると、この綺麗で優美な顔が、目の前にある事だろうか。

　結婚して、同じ部屋で、同じベッドで休むようになったが、何ヶ月経っても慣れなかった。

　クラエスの寝顔が、目の前にある。

　毎日見ているのに、それでも胸がぎゅっと締め付けられる。どれだけクラエスが大好きなんだ、と思い知らされるようだった。

　この寝顔を見ているだけで、たまらなく幸せな気持ちになってくる。思わず頬が緩ゆるんでしまうくらいだ。

　じっと見とれているうちに、伏せられていた長く優雅な金色の睫が、小さく動いた。幾度か震え、ゆっくりとみどりの瞳が覗く。

　数度瞬まばたいて、目覚めたクラエスが微笑んだ。

「……おはよう、ノエリオ」

　クラエスは両手を伸ばしてノエリオを引き寄せ、ぎゅっと抱きしめる。しばらくそうして抱き合っていると、クラエスが甘えるようにノエリオの胸元に頬をすり寄せた。

「おはようございます、クラエス様」

　何度抱きしめられてもドキドキしてしまう。思わず上擦った声になって、ノエリオは首筋まで赤くなる。

「身体の調子は大丈夫？　ここしばらくは、吐き気はないようだけれど」

　結婚式が終わってしばらくの間、胃が荒れていたのか吐き気が強く、プラムばかり食べていたが、最近はずっと調子がよかった。むしろ食べられなかった分を取り返す勢いで、食べていた。

「今日も絶好調です。お腹が空いて目が覚めたくらいですよ。クラエス様は心配性ですね」

　クラエスは笑ってノエリオを抱いたまま身体を起こす。

「じゃあ、朝食に行こうか。こうしていると、朝食を食べ損なうような事をしたくなるからね」

　音を立てて口づけられて、ノエリオも思わず笑みをこぼした。

　結婚して一番大きな変化は、毎日起きて朝一番に、クラエスの笑顔を見られる事だ。







「一応、王宮の医師に診て頂いた方がよろしいかと思うのですが」

　朝食の席で給仕をしながら、再びエノーラが診察を進めてきたが、ノエリオはもうすっかり元気なので問題ないと思っていた。

「最近はずっと調子がいいし、多分結婚式の準備なんかで疲れてたんだと思うんです。吐き気ももうないし、毎日食事はおいしいし、大丈夫ですよ」

　実際、毎日食事がおいしくて、朝は空腹で目が覚めるし夜はおかわりまでしている。働いて勉強して運動するという、今までの人生になかった、非常に健康的で有意義な生活を送っているからだとノエリオは思っていた。

「もし今度具合が悪くなったら、その時はちゃんと診てもらおう。私も心配なんだよ。君になにかあったらと思うと」

　クラエスにも心配をかけてしまっている。そうなると、一度くらい診てもらった方がいいだろうか。

　デザートの果物を齧りながら、ノエリオも申し訳なくなってくる。

「クラエス様にもエノーラさんにも心配をかけてばかりだから、そうですね。一度ちゃんと診察してもらいましょうか……」

　まさか、とは思うのだが、純白の魔女の三つの約束がある。『祝福』『幸い』『繁栄』の、最後のひとつがどんな風に作用するのか分からないが、ここで万が一にも医者に『妊娠していますよ』と言われたら、ノエリオもどうしていいか分からない。

　いや、そんなバカな、とは思うのだが、純白の魔女は約束を果たす人だ。なんらかの形で約束した『繁栄』をもたらすのではないか。

　さすがに男のノエリオが妊娠することはないだろう。女性のように子宮があるわけではない。生理があるわけでもない。どう考えても無理だ。

　真剣に考え込むノエリオを労るように、クラエスは穏やかに励ます。

「もしも病気なら、早いうちに治療した方がいいからね。たいした事がない病気でも、ほうっておくと悪くなる事があるよ。診てもらって何もなければそれでいいし、安心できる。……ああ、分かったよ、テオ、ブラシだね」

　今日は週末で、政務も授業もない日だ。週末は犬たちとたっぷり遊んで過ごすと決まっている。テオはもう期待に満ちあふれ、目を輝かせながら尻尾をぱたぱたさせてクラエスの足元で待ち構えている。クラエスはそのテオの頭を撫でて席を立つと、部屋の隅にある犬用の道具入れからブラシを取り出した。

「ノエリオ、みんながお待ちかねだ。ブラシをかけてあげよう」

　週末の朝食後は、日当たりのいいポーチで犬たちにブラシをかけてやる事になっている。ノエリオも慌ててポーチに出、クラエスからブラシを受け取る。

「そうだ、ノエリオ。ヘルムートたちの双子へのお祝いは、いつ持っていこうか」

　クラエスは甘えて膝でじゃれるテオに丁寧にブラシをかけながら、とても嬉しそうだ。

　つい先日、第二王子夫妻、つまりヘルムートとディートリントに双子の兄妹が生まれた。結婚して一年足らずでふたりの子供に恵まれて、王宮はちょっとした双子ちゃんフィーバー状態になっていた。子供の誕生はいつの世でも皆に幸せをもたらす。

「そうですね、今はお祝いで大賑わいらしいので、落ちついてから行きましょうか。姉上もヘルムート殿下も赤ちゃんたちも、毎日もみくちゃにされてお疲れでしょうしね」

　早く赤ちゃんに会いたいが、人が多いところにクラエスが現れるのはまだまだ避けたい。もう少し落ちついてからの方が、クラエスにとってもヘルムート夫妻にとってもよさそうだ。

「あとは早くマティアスが結婚できればいいのだけれど」

「そういえば、マティアス殿下を差し置いて結婚式を挙げてしまってよかったんでしょうか。まずは世継ぎの君から、と反対はなかったんですか？」

　クラエスはそう問われ、あっ、という顔をしていた。少し考え込み、それから口を開く。

「ちょっとややこしい話だけど、実はマティアスには昔から婚約者がいるんだ」

　それは初耳だった。まだ実家にいた頃、ディートリントから伝え聞く社交情報では『どこの家の娘も、マティアス殿下に取り入ろうと必死すぎて、まるで砂糖に群がるアリのごとく醜い争いになっている』と言っていた。

　世継ぎの君本人の意見も多少取り入れる可能性はあるが、そもそも世継ぎの君の妃は、本人が決めるものではない。重臣たちが決めるものだ。現国王の妃ブリギッテも、重臣たちが選んだ、この国で最も古く権力のある公爵家の娘だ。

「姉上の話では、まだ婚約者はいらっしゃらないと」

「一応いるんだ。レメ王国の王女が婚約者なんだ」

　レメ王国は、純白の魔女が参戦した戦争の相手国だ。彼女が死力を尽くして戦った結果、我がプラナハ王国の勝利で終わった戦争だが、レメの王女が婚約者だという話は聞いたことがなかった。

「マティアスが十四歳の時にレメの王太子に第一王女が誕生して、両国の和平のしるしとして婚約を……」

　外交的な理由でレメの王女が婚約者になったなら、何故今までいなかった事になっているのか。ノエリオはますます話が分からない。

「レメの王女が十歳になった時に『プラナハの将来の王妃にふさわしいように、プラナハの国民と文化に親しむ為に』この国で暮らすことになったんだけれど、当然ながら、そんな幼い王女が元敵国で幸せにのんびり暮らせるはずがなかった。王女はマティアスが見ていないところでいじめ抜かれ、とうとう声が出せなくなり、話せなくなってしまったんだ」

　あれだけ激しい戦いを何年も繰り返していた敵国の王女だ。快く思わない人物の方が多かったであろう。幼い王女が王宮でどんな立場にいたのか考えると、胸が痛い。

「それでマティアスは父上に直訴なさった。『王女は病気だ。まず国に送り返し婚約は白紙にし、病を治してから考え直して頂きたい』これだけ聞くと『病気の王女となんか婚約できない』と言っているように聞こえるが、マティアスは小さな王女が異郷で苦しく辛い思いをしているのを見過ごせなかったんだ。それで一度、マティアスの婚約は保留になった」

　レメの王女が十四歳ならば、当時マティアスは二十八歳か。十四も年下の少女が声を失うほど苦しんでいるのを見過ごせない気持ちは、よく分かる。

「というわけで、しばらくの間、婚約者はいなかったんだ。けれど、一昨年、レメから連絡があって、王女がもうすぐ成人するので、改めて婚約をしたいと」

　なかなかレメもしたたかだ。いじめ抜かれて声を失い帰国したのに、王女の苦痛も考えず、諦めない。ひどい話だとさすがにノエリオも黙り込んでしまった。

「まだこれは外交上の問題で周知されていないけれど、そういうわけでマティアスの結婚問題は今、とてもデリケートな事になっている」

　確かにとてもデリケートで難しい問題だ。

　クラエスはテオのブラシを終わらせ、ヨハンに取りかかっていた。話を夢中で聞いていたノエリオは、少々手元がお留守になっていて、まだディーターのブラシをかけていた。慌ててディーターの背中をブラシでなぞる。

「レメの王女の問題があったから、父上たちもなかなか次の婚約者を決められずにいて、そこでまたレメから矢継ぎ早に催促があって、正直、私もこれからどうなるのかさっぱり分からない……」

　クラエスも途方に暮れているが、あまりに繊細で難しい政略結婚だ。おまけにマティアスは周りの人間に恵まれていない。こんなひどい婚約者いじめがあったなら、誰も信じないあのいびつな性格になっても仕方がない。

「難しい事は僕には分かりませんが、できればマティアス殿下が安らげる、幸せなご結婚を願わずにはいられません」

　クラエスはノエリオの言葉を聞いて、心底嬉しそうな笑顔を見せた。

「そう、そうなんだ。なによりマティアスが安らげる、それが大事だね。マティアスの傍で励まして癒やしてくれる人が現れるといいんだけれど……。たとえそれがレメの王女であったとしても、マティアスを愛し癒やしてくれる人なら、誰だって私たち兄弟は歓迎するのに」







　とても深刻な話を聞いてしまった。

　ノエリオはいつものようにクラエスとふたりでベッドに入ったが、なかなか寝付けなかった。

　クラエスは日頃の政務の疲れからか、今日もぐっすりと寝入っている。その穏やかな寝顔を仄かな月明かりの中で眺めながら、ノエリオはとりとめなく色々な事を考えていた。

　これから自分が立派にクラエスの名代を務められるのか。もっと勉強も体力作りも頑張らなければいけない。

　マティアスは幸せになれるだろうか。あまりにマティアスが気の毒で、せめて安らげる人と添い遂げて欲しいと願わずにいられない。

　この時、ノエリオは自分の体調不良を心配されていた事を、綺麗に忘れていた。なにしろ今は大変に健康で毎日食事もおいしい。だから失念していた。

『それ』は突然ノエリオを襲った。

「…………っ！？」

　胃の辺りに激しい痛みと、吐き気がこみ上げた。あまりの苦しさに、ノエリオはベッドから跳ね起き、低く呻いた。

「……！？　ノエリオ、どうしたんだ！」

　クラエスもノエリオの異変に気付き、跳ね起きると、ノエリオを背中から抱きかかえる。

「また胃痛と吐き気が？　苦しいなら、無理をせず吐き戻すんだ」

　身体の中が焼けるようだった。激しい痛みと吐き気に、ノエリオはベッドに突っ伏す。傷むのは胸なのか胃なのか、どちらもか、それすら分からないくらいに激しい痛みと圧迫感があった。

「ノエリオ！」

　堪えきれず、ノエリオは咳き込みながら吐き出した。

「吐いてしまえば楽になるから、ノエリオ、今、水を」

　クラエスはベッドサイドの水差しを取ろうとして、気付いた。ノエリオが吐き出したものに。

「……毛玉……？」

　ノエリオも激しく咳き込みながら、涙で滲む目をこらす。

　シーツの上に、濡れた小さな毛玉があった。真っ白な毛玉だ。ちょうど、狼のクラエスの獣毛のような、真っ白な。雪のように白い毛玉。

「どうして毛玉が……」

　クラエスが手を伸ばそうとした瞬間、毛玉はもぞ、と動いた。

「え……えええ！？　動いた！？　毛玉が！？」

　ノエリオは驚きのあまり、叫んでしまった。クラエスは手を伸ばしかけたまま、呆然とそのもぞもぞ動く毛玉を見つめている。

　大きさは掌に載るくらい。小さな毛玉はもじもじ動くと、猫のような、赤子のような鳴き声をあげた。

「…に、にぃ…っ…にああん……」

　猫なのか犬なのか赤子なのか、なんともいえない不思議な、小さな小さな鳴き声だった。


二　誰がこんな事態を想像しただろうか







　クラエスに叩き起こされて寝室まで連れてこられたエノーラは、意外にも冷静だった。

「これは……おめでとうございます。クラエス様にそっくりな、利発りはつそうな赤ちゃんですね」

　一瞬エノーラは寝ぼけているのでは、と思ったが、考えてみれば彼女はこれが初めてではなかった。クラエスが生まれた時にも体験していた。

　タオルに包んで毛玉……いや、生まれたての赤子狼を掌にのせたノエリオは、まだ呆然としていた。

「ノエリオ様。大変不躾ぶしつけな事をお尋ねいたしますが、乳はでますか？」

　そう問われて、ノエリオははっとした。慌てて寝間着に片手を突っ込み、確認してみる。摘まんでもひっぱっても、何も出ない。

「出ません！」

「分かりました。至急、近所の農園に使いをやり、雌めすの山羊を一頭分けて頂きましょう。それから、犬用でも家畜用でも人間用でも哺乳瓶があれば、譲って頂きましょう」

　エノーラは一度寝室を出て泊まりの従者を叩き起こし、諸々もろもろの手配を済ますと再び戻ってきた。

「山羊と哺乳瓶が届くまでまだ時間があります。産湯をすませてしまいましょう」

　さすがマティアス、ヘルムート、クラエス、そして我が子と幾人もの子供を育て上げた、プロ乳母だ。冷静である。むしろこんな可能性も予測していたのかもしれない。エノーラは考えられないくらい、用意周到な女性だ。

「せっかくですから、クラエス様が産湯に入れて差し上げたらいかかでしょうか。よい記念になりますよ」

「あ、ああ……。分かった」

　クラエスも喜びより驚きの方が強く、まだ事態を飲み込めていないのだろう。それはそうだ。誰がこんな生まれ方を想定しただろうか。予想外すぎる。

　ノエリオはクラエスに生まれたての我が子を手渡しながら、思った。

　まさか、僕が『お母様』なんだろうか。

　この子を『産んだ』と言っていいなら、確かに『産んだ』

　だが、ここで自分がお母様だと名乗ったら、この子が大きくなった時に混乱しないだろうか。余所よそのお母様は女性だ。

　ノエリオは真剣に考える。そもそもノエリオも、お母様と呼ばれるのは違和感があった。どこの家でも当たり前だがお母様は女性だ。昔まだ引きこもっていた頃、いつか幸せな家庭を得、子供を持つ叶わない夢をみたものだが、その時は『父上よりお父様と呼んで欲しいな』と、のんきに考えていた。

　かといってクラエスがお母様かというと、それも違うだろう。まだまだ真剣にノエリオは考える。

　そうこう思い悩んでいるうちに、産湯を済ませてきたクラエスは、真新しい絹に赤子を包んで複雑な表情で戻ってきた。

「今、山羊と哺乳瓶が届いたから、エノーラが乳の準備をしてくれているよ」

　まだベッドの上で中途半端に突っ伏した状態で考え込んでいたノエリオは、慌てて居住いずまいを正す。

「あ、ありがとうございます、クラエス様！」

「あの、ノエリオ」

　クラエスは寝台に腰掛けながら、おずおずと口を開く。

「ショックを受けていないかい？　その、ちょっとこう予想外の方法で子供を授かった事と、それから、その……子供が……」

　一瞬、クラエスは言葉を詰まらせた。

「子供が、人の赤子ではなかったから」

　それは全く考えていなかった。クラエスは子供が狼だった事に負い目に感じているようだが、ノエリオにとってそれはとても些細ささいな問題だった。むしろ全く気にしていなかった。

　ノエリオにとって目下の悩みは『お母様と呼ばせるべきなのか？　どっちがお父様問題』だった。それ以外は特に困っても悩んでもいなかった。

「いやそれは特には」

　なんというか男なのに子供を産んだ（？）事も、予想外の出産（？）も、子供が狼な事も、さほどノエリオにとっては問題ではなかったのだ。もしかしたらという予想は、全くなかったわけではない。

　ノエリオは産湯を使ってふわふわになった我が子を眺めながら、笑顔を見せた。

「可愛いです。クラエス様にそっくりです。真っ白でほわほわで、鳴き声もたまらなく可愛い！」

　ノエリオの返事が予想外すぎたのか、クラエスはなんとも複雑で不思議で戸惑った表情だ。

「あの、人間の赤ちゃんではないけれど」

「あ、それは、純白の魔女はそんな意地悪をしないと僕は思うので、そのうちクラエス様のように、人になるのではないかと思ってます。もしならなかったら、狼として生きてもらう事になるけど、それでも僕とクラエス様の子供なのには変わりませんよね」

　ノエリオはクラエスから赤子を抱き受け、覗き込む。

「まだ目が開かないんですね。どんな瞳の色なんだろう。ああでもすごく可愛いなあ。きゅんとしますね！　このほかほか温かいのも、毛が真っ白でほわほわなのも、胸がきゅーんとなるなあ」

　ノエリオにとって、人であっても狼であっても、クラエスはクラエスだ。そしてこの子が人であっても狼であっても、クラエスとの大切な子供だ。予想外の子宝に驚きはしても、やはり可愛い。だから何の不安もなかった。ちょっと変わった出産になったが、それでも可愛いものは可愛い。愛しいものは愛しい。

　クラエスは心底嬉しそうなノエリオを見て安堵したのか、やっと笑顔を見せた。

「うん。とても可愛いね。この可愛い子が私たちの子供だと思うと、なんとも幸せな気持ちになる。……なにより、ノエリオ。君がとても喜んでくれるのが、私もとても嬉しい」

　クラエスは、この普通ではない出産と赤子の姿に、ノエリオがショックを受けているのではないかと、ずっと考えていたのだろう。やっと安心でき、我が子の誕生を心から喜べるようになったようだった。

「名前を考えなければね。どんな名前がいいだろうか」

　生まれたての我が子を見つめながら、クラエスは頬を緩める。

「あ、待って下さい、クラエス様」

　抱いていた赤子をクラエスの目の前に差し出し、ノエリオは尋ねる。

「この子、男の子ですか？　女の子ですか？」







「王子様のご誕生、おめでとうございます」

　エノーラはにこにこ笑顔で陶器の哺乳瓶を持って寝室にやってきた。哺乳瓶は細くて小さいティーポットのような形をしていた。

「これは山羊の乳を入れた哺乳瓶です。吸い口の大きさくらいしか違いはございませんが、人間用のものを譲って頂けました。まずはクラエス様、ノエリオ様。おふたりでお乳を与えて下さい。哺乳瓶の使い方ですが、この吸い口を……」

　しっかり教えてもらい、ノエリオは片手に赤子狼を持ち、片手に哺乳瓶を持ち、真剣に乳を与える。乳を流し込みすぎてはいけない。慎重に傾けながら吸い口に乳を流す。

「山羊の乳は人の母乳に近いと言われていて、昔から母乳の代わりに赤子や幼児に与えられておりました。クラエス様も山羊の乳でお育ちになりましたよ」

　エノーラは話しながらもてきぱきと汚れた寝具を片付け、ベッドメイクをし、色々な小物の配置換えをしている。

「エノーラ、子供が生まれた事は、まだしばらく秘密にしてもらっていいかい？」

　クラエスが思い切ってそう口にすると、エノーラは頷いた。

「その方がよろしいかと存じます。色々複雑な状態でのご誕生ですので、しばらく様子を見、お考えがまとまり遊ばしてからのご公表が望ましいのではないかと思います」

　そう応じると、エノーラは忙しそうに汚れ物をまとめ持って部屋を出て行った。そのエノーラの後ろ姿を見送って、ノエリオはもう今夜何度目か分からない考え事に戻る。

　まず、男同士で子供ができた。

　これも結構な問題ではないだろうか。

　この子が無事人間に変化したとしても、男同士の夫婦から生まれてきた、恐らく人類最初の赤子だ。人類最初でなかったとしても、この国では間違いなく最初だ。

　生まれ方がどうのより、そのデリケートな部分はどうしたらいいのか。

「最悪、私の呪いが同性でも子供ができてしまうという呪いだったということにすればいいけれど、それでもノエリオが産んだという事は隠せないね……」

　クラエスは真剣に考え込んでいる。

「僕は知られても気にしません。産んだというか吐き出したとうか、それもなんというか。それもですが、この子が大きくなった時に、男同士から生まれた事をどう思うのか、そこが心配だなって。他の誰とも違う生まれ方を、悲観しないかも心配です」

　山羊の乳をお腹いっぱい飲んだ赤子狼は、にあにあとまた可愛い鳴き声を上げた。猫のような犬のような、不思議で可愛い鳴き声だ。か細いはずなのに、生命力に溢れている。

「お腹いっぱいになって眠いのかな、よしよし」

　ノエリオは哺乳瓶を置いて、赤子狼を小さくゆっくり揺する。途切れがちに鳴いていた赤子狼は、すぐに眠ってしまったようだった。大人しく寝息を立て始めた。

　クラエスとノエリオは、しばらく我が子の寝顔を覗き込んでいた。小さな可愛い耳と口元がひくひくしていて、胸が痛くなるくらいの可愛さだ。

「そればかりは、どうなるか全く分からないね」

　クラエスは乳でいっぱいの腹を指先で軽く撫でる。ピローの上で絹に包まれて転がる赤子狼は、はちきれそうにぷりぷりの腹をしていた。

「でも、この子は生まれてきてくれたんだ。私たちにできることは、この子を全力で愛して育てることだけだね。……それから、この子を傷付けようとするもの全てから、守り抜くことだ」

　ノエリオはその言葉を聞き、しっかりと頷く。

「その通りですね。クラエス様の仰る通りです」

　ノエリオはクラエスにもたれかかりながら、目を閉じる。

「それから、クラエス様。ありがとうございます」

「うん？　私は感謝されるような事はしていないよ」

「いいえ、たくさんありますよ。まずは、こんな可愛い子を授けて下さって、ありがとうございます。僕の心配をして下さって、ありがとうございます」

　顔を上げ、ノエリオはクラエスの頬に唇を押し付け、両手で抱きつく。

「それから、世界で一番クラエス様を愛しています。これからもずっとです」

　クラエスはとろけそうな笑みを見せてくれた。こんな風に笑うクラエスは、少しあどけないような、子供のような素直さで、ノエリオはたまらなく愛しくなる。

「私の方こそ、とても感謝しているよ。私を好きになってくれて、呪いから解き放ってくれて、こんな可愛い子を授けてくれて。やはり君が傍にいてくれるだけで、私は毎日幸せでいられるんだ」

　笑みのかたちの唇がノエリオの唇を、甘く啄んだ。

　何があってもふたりでいられるなら、全て乗り越えられると、そう信じられる。







「なかなか大きくならないなあ」

　ノエリオは毎日、朝昼晩と赤子狼を厨房の量りに載せて、熱心に体重測定をしていた。もちろん、記録も忘れない。

「毎日乳をたくさん飲んでいらっしゃいますし、とても元気なので、そう心配なさらなくても大丈夫でございますよ。クラエス様も子狼の時は随分お小さかったものです」

　エノーラは傍らで帳簿付けをしながらノエリオにアドバイスをしていた。

「あんまり小さいと、ぎゅっと抱っこできないので、早く大きくならないかなって……」

　エノーラは珍しく声を上げて笑っている。

「子供の成長は一瞬です。あっという間に抱っこをせがまれると骨が折れるくらい、重たくなりますよ」

「早くそうなって欲しいくらいですよ！　コンラート、早く大きくなって、ぎゅっと抱っこさせてね。それから、僕やクラエス様やテオたちと、追いかけっこしよう」

　赤子狼はコンラートと名付けられた。今のところ毎日たくさん山羊の乳を飲んでたくさん眠ってコロコロよく太って、とても健康そうな赤ちゃんだ。

　ノエリオはタオルを敷き詰めたバスケットにコンラートを寝かせ、厨房を後にする。やっと目が開いたコンラートを連れて、庭を一周散歩したあと、ポーチで犬たちとコンラートを遊ばせるのが午前中の日課だ。

　いつものようにバスケットを抱えて庭にでると、犬たちは尻尾をぶんぶん振って待ち構えていた。犬たちと一緒にぐるっと庭を回り、三頭のうち誰か一頭がポーチに先回りして寝そべって、コンラートのベッド代わりになる。どの犬もとても嬉しそうにベッド役を引き受けていた。

　バスケットからコンラートを出して、今日のベッド係ヨハンのお腹に乗せてやると、コンラートは嬉しそうにもぞもぞ動き回りながら、にあにあ鳴いている。

　クラエスもノエリオもエノーラ、屋敷の従者たちと、誰もがコンラートにめろめろだが、犬たちも負けていなかった。もう目に入れても痛くないという可愛がりようで、優秀なベビーシッターになっていた。一瞬たりともコンラートから目を離さず、熱心にお守もりをしていた。

「コンラート、遊んでもらえてよかったね。調子にのってこの間みたいに、ヨハンの頭によじ登ったらだめだよ。危ないからね」

　やっと目が開いたコンラートの瞳は、ノエリオによく似た青い瞳だった。見た目はクラエスそっくりの真っ白ふわふわなのに、瞳はノエリオと同じ青。本当にふたりの子供なのだと実感する。

　このまま一生狼だって構わない。人であっても狼であっても、コンラートが可愛い我が子なのは変わりない。

　とにかく幸せだった。夜中に顔めがけて乳を吐き戻されても、ベッドで一緒にうたた寝しているときにお漏らしをされても、一晩中むずかってぐずってにあにあ鳴いてクラエスとノエリオを寝かせてくれなくても、何をしたって可愛くてたまらなかった。

　ただ、ほんの少し心配なのは、とても小さく、成長が遅い事だ。

　犬の子と比べるしかないが、生まれてもう一ヶ月、犬の子なら走り回っているはずだが、コンラートはまだ生まれてさほど経っていないかのような、赤ちゃん狼のままだ。子供狼にはなっていない。

　毎日乳もたくさん飲んで、今もヨハンの腹から背中まで元気によじ登っているので、病気などではないとは思うが、少々心配にはなる。

　思えば生まれた時もとても小さい毛玉だった。何しろノエリオの喉を通れるくらいの毛玉だ。そこから大きくなるのだから、時間がかかるのは仕方ないかもしれない。

　ヨハンの背中に無事、よじ登ったコンラートは、ディーターやテオからべろべろ舐め倒されている。多分「よくできました」と二頭は褒め称えているのだろう。コンラートはまたにあにあ可愛い声を上げてはしゃいでいる。

　少し小さくて成長が遅くとも、元気ならそれでいい。ノエリオも犬たちといっしょにコンラートを褒める。

「今日は登り切るのがとっても早かったね！　ヨハンの毛はつるつる滑りそうなのに、だんだん体力もついてるんだねえ」

「今日はいい天気だから、皆ご機嫌だね」

　犬たちとわいわい騒いでいると、午前の政務を終えたのか、クラエスがポーチにやってきた。ヨハンの背中からコンラートを両手ですくい上げると、愛しげに頬ずりをする。

「コンラート、今日も元気で可愛いね」

　朝にも同じような事を言って頬ずりしていたが、そこを突っ込んでは野暮というもの。何万回可愛いと言っても足りないのだろう。クラエスもやはり我が子にデレデレだ。

「早く大きくなってくれ。私も君をぎゅっと抱きしめたい。今だとちょっと小さすぎるからね」

　ノエリオと同じような事を言っている。

「子犬なら、もっと早く大きくなると思うんですけれど、コンラートはゆっくりですね」

　クラエスはノエリオの傍らに座ると、コンラートを撫で倒している。可愛くて可愛くてどうしようもないのはよく伝わるが、夢中すぎる。

「私も大分小さかったなあ。人間の赤子と考えると、犬や狼みたいにすぐ歩き回ったりしないからね。それに、コンラートの場合、ノエリオの負担にならないように、とても小さく生まれてきたのではないかな。そう考えると、ゆっくり成長なのは仕方ないね」

　改めてそうクラエスに言ってもらえると、ノエリオも安心できる。当たり前だが子供を産むのも育てるのも初めてで、かなり前向きなノエリオでも、色々不安になりがちだ。だが、なんの根拠がなくとも、クラエスにそう言ってもらえると、安心できた。

「そうですね！　あとから大きくなればいいだけですねよね！」

　コンラートの鼻先に口づけて、クラエスは再びヨハンのもふもふの腹にコンラートを載せた。

「そうそう、これから大きくなればいいんだよ。……早く大きくなって、父上とかけっこだ。父上も狼になれば速いんだぞ」

「あの、クラエス様。そのことなんですけど」

「どのこと？」

「その、クラエス様が父上なら、僕は何になるんでしょうか」

　暫くの沈黙があった。ふたり、真顔で見つめ合う。

「……考えてなかったな」

　真剣な顔でクラエスは考え込む。

「僕もできればお父様って呼ばれたいです。お母様だと何かが違う気がします」

「世間一般では確かにお母様は女性だね。ノエリオが産んだといえば産んだかもしれないけれど、母と呼ばれたくないなら他の呼び方でいいと思うんだ」

「仮に僕がお母様と呼ばれるとしたら、コンラートが大きくなって言葉を話せるようになって、他の人と関わるようになったら混乱するかなとも思うんです。コンラートがこのまま狼なのか、人になるのか分かりませんが」

「その問題もあった。きちんと最初から方針を決めておかないと、狼でも人でもコンラートが混乱する事になるのではないかな」

「その通りですね……」

　呼び方がコロコロ変わるようでは、コンラートだって混乱する。そう考えたら早急に考え、決めなければならないのでは。

「ノエリオも私も、父でいいのでは。そもそも今はまだ珍しい同性の夫婦でもあるし、型にはまらず好きなようにやってみて、それでいいと思うんだ。今、最善だと思う方法を選んで、それで後々困るような事になったら、その時また考えればいい。先の事は誰にも分からないからね」

　やはりクラエスは年上で、大人で、頼れる。ノエリオはぐるぐる堂々巡りばかりしていたが、すっぱりと方針を打ち出してきた。

「そうですね、ありがとうございます、クラエス様。なんだか肩の荷が下りたような気がします。早めに呼ばれ方は考えるとして、先々の事を悩んだって仕方ないですものね。……さて、そろそろお昼なので、コンラートにミルクを」

　ノエリオはヨハンの方をくるっと振り返った。その時まで、気付かなかった。クラエスも何気なく振り返り、そしてふたり揃って、言葉を失う。

　今の今まで、小さな赤ちゃん狼だった。ヨハンの背中をよじ登って、にあにあ鳴いていた。もふっとした毛玉のような可愛い小さな狼だった。

　今、ヨハンの腹毛に顔を埋めてすぅすぅ寝息を立てているのは、人間の赤子だった。金色の巻き毛の、むちむちふっくらした、人間の赤子だった。


三　幸せなそれから







「……くまちゃん、ぼくの……」

　コンラートはうとうとしながらも、くまのぬいぐるみを心配して、べそをかいていた。昼食まではちゃんとコンラートが抱いていたくまのぬいぐるみは、気付いたらどこかに置き忘れてしまっていた。

　夜になってから大事なくまがいない事に気付き、コンラートは大泣きをしていた。

　家の中にはどこにもいなかった。あとは散歩に出た庭先や屋敷周りの森の中か。コンラートが泣いてくまの心配をするので、それでクラエスは犬たちを連れて、くまを探しに出て行ってしまった。

「大丈夫だよ。今、父上とディーターたちが探しているよ。すぐにくまちゃんも帰って来るからね」

　ベッドの中からノエリオの指をきゅっと掴み、コンラートは涙でいっぱいの青い瞳で見上げている。

「おそとはくらいよ。こわいこわいだよ」

「父上たちが心配？　父上にはディーターたちがついているから、心配ないよ。大丈夫」

　ノエリオは不安そうなコンラートをベッドから抱き上げて、あやすように背中をぽんぽんと軽く叩く。

　突然、赤ちゃん狼から人間の赤子に変化を遂げたコンラートは、今年二歳になった。

　あれから一度も狼になる事なく、健やかに普通の子供と同じように成長している。クラエス譲りの金色の髪に、ノエリオ譲りの青い瞳の、どちらかといえばクラエスに面差しが似ている、元気な男の子だ。

「眠かったら、眠っていいんだよ。くまちゃんは父上が連れてきてくれるから」

「ううん。ちちうえを待ってるの……」

　眦を擦りながらそう答えるコンラートは、きゅーんとなる可愛さだ。思わずノエリオは頬ずりしてしまう。

「コンラートが待ってるから、父上もくまちゃんもすぐ帰ってくるよ」

　とん、とドアに何かがぶつかる音がした。

「ノエリオ、帰ったよ。ドアを開けてくれないかな」

「おかえりなさい、クラエス様」

　コンラートを抱いたまま片手でドアを開けると、布でできた小さなくまのぬいぐるみを咥えた狼のクラエスが、するりと部屋の中に入ってきた。

「ああ、しまった！　まだコンラートは起きていたのか」

　ぽろっとクラエスの口から、くまのぬいぐるみが転がり落ちる。

　今まで狼姿のクラエスを、コンラートに見せた事がなかった。混乱させてよくないと考えていたからだ。それなのに、うっかりしてしまった。

「ちちうえ！　くまちゃん！」

　コンラートはノエリオの腕から身を乗り出して、手足をばたばたさせている。

　コンラートはごく自然に、当然のように、白狼のクラエスを『父』と認識していた。

「くまちゃんは無事だよ」

　クラエスはもう一度ぬいぐるみを咥えてコンラートに見せ、そして床に置き直した。

「でも泥だらけだから、今日はくまちゃんをお風呂にいれてあげようね。エノーラに頼んでおくから、あとで迎えにいこう」

「くまちゃん……」

　クラエスの説明をまだよく理解できそうにない気がするが、コンラートはくまの無事と、クラエスの帰宅で安堵したようだった。

「声のせいかな。コンラートを混乱させるかと思ったけど、ちゃんと私だと分かっているんだね」

「ちょっと驚きましたね」

　コンラートは安心して眠くなったのか、再びうとうとしはじめていた。ノエリオは長椅子に座ってクラエスにコンラートの寝顔を見せる。

「父上が帰ってくるのを待ってるって、眠いのに頑張っていたんですよ。ものすごく可愛いくて、クラエス様にお見せしたかったです」

　小さな声でそうクラエスに伝えると、クラエスも嬉しそうに目を細めた。

「それは見たかったなあ。……もうエノーラは寝てしまったし、くまちゃんは明日の朝、頼もうか」

　クラエスも長椅子に前脚をかけ、身を乗り出してコンラートの寝顔を覗き込む。

「あっという間に大きくなってしまうんだなあ。この前まで小さな赤ちゃん狼だったのに」

「あれから狼にはなりませんね。ちょっぴり赤ちゃん狼の頃が恋しいです。あの頃もとても可愛かったから」

　なかなか大きくならない、と心配していたのは杞憂だった。今はもう元気に歩き回り、はしゃぎまわり、目を離せないくらい、やんちゃな子に育った。

「……とうさま、ねむい……」

　眠っているのに眠い、と小さくぐずっていて、思わず笑ってしまった。

　とうさま、はノエリオの事だ。悩みに悩んだ結果、クラエスは父上で、ノエリオはお父様という事に落ちついた。さして混乱する事なく、コンラートは「とうさま」と「ちちうえ」を使い分け、ちゃんとふたりを呼び分けていた。

「よしよし、ベッドに行こうね」

　ノエリオは立ち上がってベッドにコンラートを寝かしつける。ベッドに降ろしても、起きてしまう気配はなかった。ぐっすりと寝入っていた。

「そういえば、狼のクラエス様は久しぶりですね」

「夜の森でぬいぐるみを探すには、鼻が利いて夜目も利くこっちの方が危なくないからね。……コンラートに見せない方がいいと思っていたのに、うっかりしてしまったよ」

「でもちゃんと、父上だって分かってましたね。声なのかなあ、でも姿を見ても驚きも混乱もしませんでしたね」

　膝をついて座りながら、ノエリオはクラエスの獣毛に覆われた首を両手で抱きしめる。

「久しぶりにもふもふのクラエス様だ。いつものクラエス様も大好きですが、狼のクラエス様も大好きです」

　白い獣毛に頬を埋めながら、ノエリオはうっとりと目を細める。

「そう言ってもらえると嬉しいな。……こうしてふたりでこんな夜更けに抱き合うのも、久しぶりだね」

　普段はコンラートがいる。コンラート中心の生活になっていたので、こうしてふたりきりでいちゃいちゃするのも、ものすごく久しぶりだ。

「……そういえば、あれから子供はできませんね」

　クラエスの優美な曲線を描く口吻に口づけながら、ノエリオはふと思い出した。コンラートが生まれて二年経つが、あれからプラムをもりもり食べるような事はなかった。

「純白の魔女が、特別な贈り物をしてくれたのかなって思っているよ。この子は私たちだけでなく、彼女にも守られているのかもしれないね」

「もう一回くらい、あのものすごい胃痛を味わってもよかったかなーと思ってますよ」

　クラエスはノエリオの肩に顎を乗せて、笑っている。

「あの時は驚いたよ！　毛玉が動いているのを見た時は、何が起きたのか分からなかった。もし大変な病気だったらと思っていたら、予想外の事態になっていたからね」

　ノエリオもクラエスの背中を抱いたまま、小さな笑い声を上げる。

「もう気持ち悪いのも苦しいのも痛いのも忘れちゃいましたよ。もう一回くらい平気だなって思ってます」

「ノエリオはいつでも前向きだね。……もうひとりくらい、欲しい？」

「ひとりと言わず、ふたりでも三人でも」

「じゃあ、今から作ろうか」

　笑いながらノエリオにのし掛かり、クラエスはそう囁く。ノエリオに覆い被さり、長い舌で頬をぺろ、と舐めてから、クラエスは思い出したように身体を起こした。

「ああ、このままだと……人にもどらないと」

　クラエスの胸元の柔らかな獣毛に顔を埋めていたノエリオは、慌てて引き留めた。

「このままでいいですよ。たまにはもふもふしたクラエス様を抱きしめていたいです」

　あんなに恐ろしかった狼も、今はたまらなく愛しい。小さな子供だったノエリオを狼の群れから守ってくれたのは、この真白ましろの狼であるクラエスで、人でも狼でも、クラエスはクラエスだ。優しく強く、誰より愛しいクラエスだ。

　着ていた寝間着のボタンを外しながら、ノエリオは獣毛に覆われた胸元に口づける。







　狼のクラエスと交わるのは、あの結婚式の前日に、ケーキに飾る食材を探しに行った以来ではないだろうか。

　あまり大きな声を出すと、コンラートを起こしてしまうかもしれない。息を潜めながら、クラエスのなめらかで長い舌が胸元を這い、滑り落ちていく甘やかな感触に耐える。

　クラエスは絶対にノエリオの素肌に歯を立てない。大きく口も開けない。噛み付くなんて、もっての他だ。甘噛みさえしない。鋭い爪のある手足でも触れない。狼に襲われたノエリオを気遣っての事だ。

　熱く硬くなったクラエスのそれを腰骨の辺りに感じながら、ノエリオは分厚い耳の後ろの獣毛に指を梳き入れ、撫で、鋭い牙のある口吻に口づける。

「くすぐったいです、クラエス様」

　ふわふわの白い腹毛がノエリオの下腹に触れ、くすぐられている。くすぐったくもあり、もどかしくもあり、そして淫らな期待も湧き上がる。ノエリオはもじもじと膝を揺する。

「ああ、すまない。……自分が毛だらけの生き物だと、つい忘れてしまう」

　クラエスは笑って身体を起こし、ノエリオの下腹に鼻先を押し付ける。ぺろ、と柔らかな舌先がなだらかな下腹を舐め、緩く立ち上がったノエリオのそれに絡みつくように触れた。

「は、あ、あ、クラエスさま、ちょっと」

　行為自体が久しぶりだったのもある。この長く柔らかな舌先で触れられるのも久しぶりだ。根元から柔らかく舐め上げられ、声が震える。

「だ、だめです、我慢、できません……っ」

　あっという間に追い立てられ、つい口走ってしまう。

「我慢しなくていいよ、……ほら」

　丁寧に根元から先端までを濡れた長い舌が舐め上げる。もうこれだけでいってしまいそうだった。絨毯に投げ出されていたノエリオのつま先が、ひくん、と跳ね上がる。

「あ、あ！　も、ん、くぅっ……！」

　数度舐め上げられただけで、あっけなく達してしまった。ノエリオの腹を白く汚したそれを丁寧に長い舌で舐め取ると、クラエスの舌先は足の付け根まで滑り落ち、両足の奥、まだ閉じた場所に触れた。

「ん、んっ……」

　思わず甘くなった吐息が零れ落ちる。柔らかな舌が触れ、丁寧に濡らしていく。

「……は、ん、んっ」

　声を殺そうと思っても、溢れ出てしまう。身体はすぐに交わる快楽を思い出し、柔らかく溶け出していく。ノエリオの吐息が切なげにとろけると、長い舌がゆっくりとそこに押し込まれた。

「あ、あ！　クラエスさ、ま、あぁあっ……！」

　思わず高い声が零れ落ちた。足の間にあるクラエスの大きな耳が、ぴん、と立ち、小さな笑い声が聞こえた。

「コンラートが起きてしまうよ。……我慢して」

　そう言いながら、優しくも無遠慮に長い舌はノエリオの柔らかな中へと入り込む。生々しく濡れた音が洩れ落ちた。柔らかな舌で中の敏感な襞を辿られ、ノエリオの背が震える。

「……あ、あ……！　く、んんっ……」

　必死に声を殺しながら甘やかな刺激に耐えるが、深夜の寝室は静かすぎる。濡れた音がいやに大きく響き、ノエリオの羞恥と快楽を煽り立てた。

　どれくらいの時間が経ったのか。焦れったいくらいに丁寧に準備をしていたクラエスが、身体を起こしノエリオの耳元に囁いた。

「ノエリオ、うつ伏せに。……そう、腰をあげて」

　力が入らない腰を宥めながら、言われるままにノエリオはうつ伏せ、緩く腰を上げる。すぐに内腿に、硬く熱く膨れ上がったそれが触れた。

　クラエスのそれだ、と思った途端に、ただでさえ溶け落ちそうな身体の中が、切ないくらいに甘く疼いた。

「力を抜いて」

　両肘をついて伏せるノエリオの耳元に、クラエスの吐息が触れた。覆い被さったクラエスは、ノエリオの髪に長い口吻をすり寄せた。

　生々しい音と共に、硬く張った熱いものが、濡れて緩く口を開いたそこに押し入った。

「あぁあっ……！」

　耐えきれず、高い声がノエリオの口からこぼれ落ちた。硬く張り詰めたそれが、柔らかくも狭いそこを割り開き、ゆっくりと奥へと沈み混んでいく。

　下腹が熱く甘く脈打ち、溶け出してしまいそうに思えた。そんな感覚とは裏腹に、ノエリオの身体は貪欲にクラエスを迎え入れる。自分でも分かるくらいに、侵入したそれをぎゅうぎゅうと激しく締め付けていた。

「クラエスさ、ま、あ、あ！　声、むり、我慢、で、きな、あ、あぁっ！」

「私も、無理だ、こんなの……っ」

　クラエスの切なげな声が、ノエリオの耳まで甘く犯す。乱れた吐息でそんな風に囁くなんて、ノエリオを煽り立てるだけだ。

　一息に奥までそれは押し入った。眩むような快楽に、ノエリオは短く荒い息をはき続ける。

「ノエリオ、きつい。きつくて熱くて、こんなのっ……」

「だ、って、あ、あ！」

　ぐっと腰を押し付けたまま、最奥を尖ったそれがぐりぐりと押し上げる。

「ふあ、あぁあ……！　あ、あ、そんなにしたら、あ！」

　耳元で、低いうめき声のような、獣じみた声が聞こえた。途端に押し付けたままの腰を激しく揺すり上げられ、ノエリオは甘すぎる悲鳴を上げた。

　思えば、獣はこの体勢で交わる。これが最も身体を繋げやすいのだろう。激しく突き上げられ、揺すり上げられて、ノエリオは零れ落ちる声を抑えられなかった。

「やぁあ……っ、あ、あ！　……あぁあ……っ！」

　敏感な奥を激しく突き上げ、擦り上げられて、ノエリオはあっけなく達した。中に沈められそれを激しく締め付けられ、クラエスも小さく呻いたが、ふたりとも、忘れていた。

　ぐっ、とクラエスのそれの根元が膨れ上がり始めた。

「……あ、あ……っ……！」

　その生々しく激しい圧迫感に、ノエリオの口角から、飲み下しきれない体液が零れ落ちた。狭い場所を無理やり塞がれながら、背筋が震えそうになるくらい、感じていた。

「くっ……！」

　耳元に押し殺したようなクラエスの吐息が触れる。その切なげな声とは裏腹に、ノエリオの中を犯す瘤は、獰猛に膨れ上がっていく。

「あ、あ……あ、だめ、あ、あ」

　たまらない快感だった。ノエリオは身震いしながら、射精もせずに達した。達し、激しく収縮する中で、びくびくと脈打つ激しい刺激と共に、熱く滾った熱が[image: u+8ff8]った。

　クラエスはノエリオの背に覆い被さり、抱きしめるように前脚でノエリオの震える身体を支える。

　硬く張りのある獣毛が、心地よかった。狼の射精は長い。下腹に満ちていく熱液に声を震わせながら、ノエリオはクラエスの前脚に頬を載せる。クラエスの柔らかな腹毛が背中に温かく触れて、心地よかった。愛されて守られている安らぎに、ノエリオはうっとりと目を閉じた。

　クラエスの優美な曲線を描く口吻が、頬に触れた。濡れた鼻先と、荒い吐息。深く繋がる快楽と喜びは、ノエリオを優しく甘く包み込む。







「……なんとなく、分かってきましたね」

　目の前に積まれたうさぎ林檎を次々と摘まんで齧りながら、ノエリオはそうクラエスに話し掛けた。

「そうだね、多分、そうだと思うよ……」

　クラエスはせっせと林檎の皮を剥きながら、頷く。クラエスは意外と器用だった。ノエリオの為に、せっせと林檎を可愛いうさぎに切ってくれていた。

　狼のクラエスと甘い夜を過ごし、ほどなくして、またノエリオは胃がむかむかするようになり、パンの焼ける匂いを嗅ぐと気持ち悪くなるようになり、甘酸っぱい果物ばかり食べたくなるようになった。

　残念ながら、この時期にプラムはない。今回は、パイに使う酸っぱくて真っ赤な林檎を毎日もりもり食べていた。

　どうやら、純白の魔女が約束した『繁栄』は、狼のクラエスに大きな影響を与えているらしい。

　これは推測に過ぎないが、狼のクラエスと交わると、恐らく、必ず子供を孕む。

　コンラートが生まれてからこの間の夜まで、一度も狼のクラエスと交わる事はなかった。人のクラエスとばかりだった。その間に子供ができる事は一切なかった。

　思えばコンラートが生まれる前、結婚式の前日も狼のクラエスと抱き合っていた。

　そして再び、狼のクラエスと一夜を過ごしたら、また吐き気と酸っぱいものブームだ。多分この推測は間違いない。

「今度は前もって名前を考えておきましょう。もしかしたら、単純に林檎を食べたいだけかもしれませんが、備えあれば憂いなしですよ。またエノーラさんに乳が採れる山羊を探しておいてもらえば、準備万端ですね！」

　二回目となればもうノエリオも落ちついたものだ。何がどうなるのか分かっていれば、体調不良も謎の食欲も胃の激痛も、恐れることは何もない。

「ノエリオはたくましいなあ。そういう前向きなところも大好きだけれどね。名前、そうだね。男の子と女の子と、両方考えておかないとね」

　そう言いながら、クラエスもとても嬉しそうだ。

「コンラートにはまだないしょかな。がっかりさせちゃったら可哀相ですからね。まだ絶対そうだ、ってわけではないし」

　最後の林檎を食べ終わって、ノエリオは大満足だ。クラエスに四つも林檎を剥いてもらった。

「クラエス様、もしも、この子が女の子だったら……」

　林檎の片付けをしていたクラエスには、よく聞こえていなかったようだった。

「ああ、ごめん。聞こえていなかったよ。なんだい、ノエリオ」

　言いかけて、ノエリオは止めてしまった。

「いえ、なんでもないです。無事に早く生まれてきて欲しいですね！」

「そうだね、とても楽しみだよ」

　クラエスはとても幸せそうに笑う。

『毎日、君の笑顔を見ていられたら、きっと幸せに暮らせると思うんだ』とクラエスは言っていたけれど、ノエリオも同じだ。

　クラエスが幸せそうに笑ってくれると、ノエリオもとっぷりと幸せに浸れる。








【終】




第二王子と真珠姫







　早く立ち去ってくれないものか。

　花壇周りの茂みにしゃがみ込んだまま、ヘルムートはシャベルを握りしめて困っていた。

「魔女の呪いがどういうものなのか存じ上げませんけれど、我が家の娘たちはクラエス殿下に夢中ですのよ。困ってしまいますわ」

「次期国王はマティアス殿下ですものね。そもそもクラエス殿下に嫁いでも、あの僻地のお屋敷暮らしでしょう？　お嬢様方も、もう少し大人になればその辺りを分かって下さいますわよ」

　ご婦人方のあまり聞きたくない話題を聞かされるのは、しんどい。

　今日は天気がよかったので、花壇と庭木の手入れをしていたのだが、茂みの中の草むしりをしていたら、貴婦人たちの立ち話に巻き込まれてしまった。

　出るに出られない。ヘルムートは困り果てていた。

「まだマティアス殿下のお妃選びは終わっておりませんから、そちらにも期待をしていますけれど……王太子妃を逃してもまだヘルムート殿下がおりますしね」

「マティアス殿下やクラエス殿下に比べたら、さえない事極まりないですけれど、ほほ。ぱっとしなくても王族ですものね」

　こんな事を言われるのも慣れている。

　雑草を毟り取りながら、ヘルムートは額の汗を拭う。

　散々比べられるどころか、空気扱いだった。今更嘆くはずがない。

　父似の兄と弟は、誰が見ても文句のつけようがない華やかな美形だが、母似の自分は地味な顔立ちでぱっとしない上に、色濃く母方の血をついでしまった。早くも額のあたりが危ないし、体格もむちむちしている。

　それを気にしないとは言わないが、持って生まれたものはどうしようもない。それにヘルムートは母が大好きだった。

　明るくて優しくて、美人ではないが安らげる女性だ。そんな母に似た事を、恨むはずがない。

「切れ者のマティアス殿下と違って、鈍そうですしね。そういう殿方の方が御しやすいですわ。娘たちも殿方の魅力は見た目ではないと、そのうち気付くでしょう」

　これも散々どこかで聞いた陰口だ。新鮮さはないな。

　そんな事を考えて、目の前の雑草に手を伸ばそうとした時、銀糸の刺繍が施された、少々年季の入った靴の先が目の前に現れた。

　ぎょっとして靴の持ち主を見上げると、ひとりの少女が怒りの形相でヘルムートを見下ろしていた。

　美しいが、ものすごい憤怒の形相だ。

　確かこの娘は、シュトラウス子爵家の……ええと、で、ディライアでなく、デリ……なんだっけ。

　ヘルムートが名前を思い出す前に、憤怒の美少女の細く可憐な顎が、ツン、と上を向いた。

「ごきげんよう、ラガート公爵夫人、ガーランド侯爵夫人」

　美少女は小柄だったが、大柄というか体格のいいご婦人方に向かい、精一杯顔をあげて挨拶していた。

「ごきげんよう、ディートリント様」

　ああ、ディートリントというのか。

　とても綺麗な人だったので顔だけは覚えていたヘルムートだったが、きっとこんな美人に相手にされる事は生涯ないだろうと、名前までは覚えていなかった。

「今日はとってもいいお天気ですわね」

　美少女ははきはきと挨拶をしているが、公爵夫人たちはあからさまに見下した忍び笑いを洩らしていた。

　確かにディートリントは美しい。美しいが、着ているドレスは少々時代遅れで、あまり華美ではない。言ってしまうと、古くさく、貧乏くさい。シュトラウス子爵家は息子が大怪我を負って、その治療で財産を手放したという話をヘルムートも小耳に挟んだ事があった。

　公爵夫人たちは、貧しく、あまり身分の高くない下級貴族である彼女を馬鹿にしている。それでもディートリントはひるまなかった。

「今日みたいな日は、お庭の手入れも捗りますわね。ヘルムート殿下。ご機嫌麗しゅうございます」

「あっ！？　えっ！？」

　いきなり名前を呼ばれ、話を振られて、ヘルムートは思わず小さく叫んでしまった。

　だが驚いたのはヘルムートだけではない。薄汚い陰口を叩いていた公爵夫人たちもだ。

「選ぶ権利をお持ちなのはヘルムート殿下ですから、杞憂ですわ。だって」

　ディートリントは臆する事なく公爵夫人たちを睨み付けた。

「殿下はそんなつまらない女性をお選びになるような、浅慮な方ではございませんもの！」

　ディートリントは不敬にもヘルムートの腕を掴み、立ち上がるよう強引に促し、引っ張った。ヘルムートはあっけにとられたままだ。強気なディートリントにされるがままだ。

「へ、ヘルムート殿下……！　ご、ごきげんうるわしゅうございます……！」

　それだけ言うと、公爵夫人たちはさっさと逃げ出した。弁解のしようがない陰口を聞かれていては、逃げ出すしかない。

　ディートリントは掴んでいた腕を放し、ヘルムートに向き直った。

「ばかじゃないの！　あんな、目の前で言われ放題なんて！　言い返しなさいよ！」

　びっくりするほど無遠慮だ。元々おっとりのヘルムートは言い返す事もできず、呆然としてるだけだった。

「あなた、王子様のくせにチビデブ若ハゲなんて終わってるって言われたのよ！　言い返しなさいよ！　人間の価値はそんなもので決まらないって言ってやればよかったのに！」

　そこまでは公爵夫人たちも言っていなかったが、これもよくある陰口だったので、ヘルムートは最早それくらいでは腹が立たなかった。

　むしろ、ディートリントがヘルムート以上に腹を立てている。何故ディートリントが他人のヘルムートの事でそんなに腹を立てているのか、ヘルムートには分からなかったが、とにかく彼女が激怒しているのは伝わった。

「いや、私は誇れるような能力もないし、ぱっとしないのも事実だから……」

　実際そうだ。兄や弟のように、見目麗しい容姿も、類たぐい稀まれな能力もない。そんな事、自分が一番良く分かっている。

　もう誰かに認めてもらいたいなんて、思わない。あとは静かに自分の好きな事だけをして、過ごしていたかった。努力をしたって優秀で美貌の兄と弟には敵わない。空しい現実から目をそらしている方が、楽だった。

　そんなヘルムートの鬱屈した気持ちを知らないディートリントは、『謙虚だ』と思ったようだ。

「綺麗なお花を作れるじゃない。こんな大きくてなめらかな花びらのバラ、見た事なかったわ。……これ、周りがクリーム色で真ん中がオレンジ色で、すごく不思議で綺麗だわ。まるでベルベットみたい。こんな素敵なバラ、他で見た事がないわ。これ、殿下が作ったんでしょう？」

　驚くほど不敬で無礼な口調だったが、少しも悪く思えない明るさだった。むしろ不敬に全く気付かなかった。ヘルムートは自慢のバラを褒められて、有頂天になっていた。

「よくお手入れなさってるの見かけていたから」

「そう！　そうなんだ、これは私が作ったんだよ。母上のような雰囲気のバラを作ろうと思って。派手ではなく、温かくて、優しくて、明るい雰囲気になるようにと……」

　ディートリントは興味深そうにヘルムートの説明を聞きながら、バラを眺めていた。

「棘も柔らかいんだよ。たまたま、淡いオレンジのバラで棘の柔らかいものがあったから、それをかけあわせていって、それで何世代か様子を見て」

　若い女性とこんなにたくさん話をした事もなかった。そもそも口下手で引っ込み思案のヘルムートは、パーティでも壁際にぽつんと立っているようなタイプだった。

　こんな話を嬉しそうに、楽しそうに聞いてくれる女性は今までいなかった。ヘルムートは我を忘れて夢中で話していた。







　それからディートリントはヘルムートが花壇の手入れをしていると、時折現れるようになった。

　あれは？　これは？　と好奇心いっぱいで尋ねてくる彼女と話すのは楽しかった。

　意地の悪い人が、しばしばヘルムートに「貧乏貴族の娘が、身分と財産目当てで殿下に取り入ろうと躍起やっきになっているのですよ」と囁く事もあったが、ヘルムートは全く気にしていなかった。

　こんな美しく明るく才知に溢れる女性が、自分のようなぱっとしない不細工な男に、純粋な好意を持ってくれるなんて期待は、最初からしていない。

　ただ、話すのが楽しかった。

　花の話をしたり、今研究している麦の話をしたり、それだけで楽しかった。彼女は時々「どうしてそんなに卑屈なの！」と怒り出す事もあったが、それも嬉しかった。

　彼女が財産目当てで取り入ろうとしていても、それでよかったのだ。

　こんなに彼の話を聞いてくれる人は、今までいなかった。こんな美しい人が傍にいてくれたのも、初めての事だ。

　もしも彼女が王子という身分に惹かれて相手にしてくれているだけだとしたら。

　時折そう考える事はあった。

　むしろそれが自然かもしれない。それ以外に自分に魅力なんてないのだから。

　けれど、そんな人が「どうしてそんなに卑屈なの！」と叱ってくれるだろうか。

　ほんの少しの期待を抱いてしまうのも、事実だった。期待ではないかもしれない。

　真剣に話を聞いてくれる彼女を信じたかった。







「は？」

　いつものように花壇にやってきたディートリントに小箱を差し出すと、わけが分からない、というような顔をされた。

「あ、あの……その、け、結婚して欲しいんです……。僕と」

　精一杯の言葉だった。ディートリントは小箱を見つめたまま、黙り込んでいた。

「ゆ、指輪です」

　小箱を開け、ディートリントに見せる。中には白く艶やかに輝く真珠の小さなリングが収まっている。

「高価なものではないです。ごめんなさい。でも、この真珠は、あなたのようだと思って。真っ白に、まぶしいくらいに輝いていて、そして、とても優しい雰囲気で」

　ディートリントは指輪を見つめたまま、硬く唇を引き結んだままだった。

　やはり、断られるのだろうか。

　ヘルムートは分かっていたことだ、と自分を励ます。

　こんな美しく聡明な人に愛されるような容姿はしていない。チビでデブで若ハゲだ。華やかな兄や弟に比べて、遥かに見劣りする。そしてさして優秀でもない。平凡そのもので、王子という身分以外にいいところなんか、ひとつもない。

　ただ、気持ちを伝えたかった。もう二度とこの花壇に来てくれなくなってしまうかもしれなかったが、彼女が好きだという気持ちが抑えられなかった。

「……なんでなの。噂を知っているでしょう？」

　暫くの間押し黙っていた彼女の発した声は、震えていた。

「みんな、言っていたでしょう。貧乏貴族の娘が、身分と財産目当てで必死に殿下に取り入ろうとしてるって。……殿下のお耳にも届いていたでしょう」

「そ、そんなの……それが本当でも嘘でも、どうでもいいんだ。君と一緒に居ると、とても楽しかった。こんなに私の話を聞いてくれる人なんか、今までいなかった」

「こんな、真珠みたいに綺麗じゃないわ。貧しくてみっともない、ただの小娘で、殿下にふさわしい人間ではないわ……」

　いつでも頭をあげ、真っ直ぐ前を見ていたディートリントが、俯いている。ドレスを握りしめ、涙を堪えている。

　胸が痛くなった。ヘルムートは恐る恐る、握りしめられたディートリントの拳に触れた。

「ディートリント。結婚して下さい。あなたが大好きなんです」

　不器用なヘルムートは、他に言葉が浮かばなかった。そして、これが本心だった。

　ただただ、ディートリントが好きだった。

　美しいだけではない。貧しくとも決して卑屈にならず、いつでも堂々と真っ直ぐ前を見てひるまない、誇り高い彼女が好きだった。ヘルムートが育てる花たちを見て、大喜びで踊り出したりする無邪気な彼女が、大好きだった。

　ディートリントは涙に濡れた顔を上げた。

　泣き顔の彼女は、いつもの強気で誇り高い彼女ではなかった。

　花を見て喜び、子供のように踊り出す、無邪気な彼女そのものだった。

　震える彼女の唇が、小さく呟いた。

　ヘルムートは笑って頷き、彼女の華奢な指に、真珠のリングをつけ、その手に口づけた。








【終】




世継ぎの君と偽りの婚約者







　どうしよう。

　頭からぽたぽたと伝い落ちる泥水を拭いもせず、呆然と立ち竦む。着ていた鮮やかな薔薇色のドレスは、重くどす黒く濡れそぼり、身体に張り付いていた。

　こんな時、『王女ソフィー』が取るべき最も正しい態度は、どれだ。

　リオネルは必死に考える。

「あらあら、どうなさいましたの、ソフィー様。せっかくのお召し物が台無しではありませんか」

　絵に描いたような悪人顔をしたご婦人方は、クスクス笑いながら『ソフィー』の前に立ち塞がった。

「きっとレメでは泥遊びのあとでも、尊いご身分の方に謁見できるのでしょうね。蛮族の国はさすがのお作法ですわ」

　お前たちが召し使いに命じて、二階の窓から泥水を浴びせかけたんだろうが！

　リオネルはそう叫びたいのをぐっと堪え、泥水を滴らせながら地面を睨み付ける。

　傍に控える侍女のマリアは、今にも暴れ出しそうなリオネルの震える拳を掴み、必死で押しとどめようと囁いた。

「ここで暴れ出したら、だめです！　ソフィー様の為にも、どうか耐えてください……！」

　そうだ。本物の『ソフィー』の為に、耐えなければならない。

　これくらいのいじめ、あるだろうと予想はしていた。だが実際に直面すると、想像以上に堪える。今までは言葉や態度くらいだった。泥水を浴びせるような、直接的で肉体的に及ぶいじめは、これが初めてだ。

『ソフィー』がこの国に嫁いだら、日常的にこんな目に遭うのか。そう考えるとあまりに辛く悲しかった。怒りよりも、悲しみが深かった。

「負け犬は負け犬らしく、お国にお帰りになったら？　どんなに取り澄ましても所詮は蛮族の族長の娘で、プラナハに負けたみじめな負け犬ですものね。尻尾を巻いてお帰りになっても、誰も悲しみませんし、両国の為になりますわ」

　そうだ。戦争に負けた国で、和平の為の生贄に差し出されるのが『王女』の役目だ。『ソフィー』だって好きでこんな野蛮で残酷な戦をする国になんか嫁ぎたくなかった。嫁いだならこんな風にいじめられるなんて、身内の誰もが分かっていたことだ。

　だから俺が身代わりになったんだ。

　なんとしてでも破談にさせるために。ソフィーを不幸な目に遭わせないために。

　今、ご婦人方に罵声を浴びせられているこの王女は、『レメ王女ソフィー』ではない。

　正しくは『レメ王女ソフィーの双子の兄リオネル』だ。







　レメの王は祖父だった。祖父の代から息子の代まで、王子ばかりに恵まれて王女はなかなか生まれなかった。

　祖父はどうしても、王女が欲しかった。

　先の戦役ですっかり弱り切ったレメ王国に、かつての大国の栄光は最早なかった。勢いを付け栄えるプラナハに媚びを売り生き延びなければならないような、そんな貧弱な国に変わり果てていた。

　弱り切ったレメ王国は、先の戦役で大敗したプラナハ王国との和平を盤石にする為に、是が非でもプラナハ王国と姻戚関係を結びたかった。

　ところがプラナハでも王女が生まれなかった。双方王子ばかりでは姻戚関係を結べない。そこで期待がかかったのは、リオネルの父親だった。彼はレメの次期国王、王太子だ。彼の娘の誕生を国王だけではなく、重臣達も願っていた。

　そうしてプラナハの王太子が生まれてから十四年目にして、ようやく産まれたのが、リオネルとソフィーの双子の兄妹だ。その間にレメ王太子妃は、なんと七人もの王子を産んでいた。ふたりは八番目と九番目の子供だ。王太子と王太子妃の苦労がよく分かるエピソードだ。

　ソフィーが生まれるなり、国王はプラナハへ婚姻の話をもちかけた。何度もレメから送りつけられる書状の執念に負けたのか、少々間が開いたがプラナハから婚約を受け入れるとの返信があった。

　やがて次世代のプラナハの国母になるべく、ソフィーは大切に育てられた。

　ソフィー本人も美しく愛らしく、聡い娘だった。ただひとつ、難点は『とても気が弱く、おとなしい』事だった。

　今は和平を結んでいるとはいえ、プラナハは敵国だ。

　ソフィーが十四歳になった時、国王は『プラナハ王国での生活に慣れるように』と早々にプラナハに送り込もうとしていた。

　要するに、十四歳も歳の離れた適齢期のプラナハ王太子が、他の女に手を出す前にソフィーを差し出し、退路を塞ごうという作戦だ。

　建前は『婚約者として』だが、実際は『さっさと手を付けろ』という意図だというくらい、皆が察していた。

　双子たちの七人の兄は激怒した。当然双子の兄リオネルも激怒した。

　まだ幼いソフィーをそんな敵ばかりの国に送り込む事も、生贄のように敵の王子に差し出す事も、許せなかったのだ。

　そこでソフィーの七人の兄とリオネルが画策したのは、『ソフィーの双子の兄リオネル』を身代わりに送り込む事だった。

　気の弱いソフィーではなく、リオネルを送り込み、破談を狙う作戦だ。

　姫を守るのは王子の役目。ソフィーはこの八人の王子たちの、大切で守りたい『愛しい妹姫』だった。

　今にして思えば、無茶をした。

　確かにリオネルはソフィーとうりふたつだ。ソフィーのドレスを着せて髪を巻いたら、兄たちですら区別がつかないくらいにそっくりだ。

　だが、万が一プラナハの世継ぎの君マティアスが、『偽のソフィー』に手を出したら。

　どうやってもバレる。

　だがその前に破談に持ち込めばいいと、リオネも他の七人の兄王子も、甘く考えていた。

　だが、リオネルが『ソフィー』と入れ替わり、いよいよプラナハへ旅立つ直前での国王との謁見で、事態は急変する。レメ王である祖父からソフィーへの別れの言葉で、リオネルは自分たちの浅慮を思い知らされる事になった。

「すまぬな、ソフィー。我らが愚かで力がなかったばかりに、お前にひどい仕打ちをする事になってしまった。……どうか、こらえてくれ。お前の後ろには、レメの民がいる。お前に数多の民の命を背負わせてしまう愚かな祖父を許してくれ。……お前だけが、レメの民を守れる最後の希望なのだ。……どうか、どうか民を守ってくれ。無力で愚かな我の代わりに、民を守ってくれ」

　老いた王は孫娘を前に、跪ひざまずき許しを請うた。

　レメが大国であったのは、昔の事だ。

　プラナハとの国境争いで大敗を喫した後は、貧しくなるばかりで、民は皆苦しんでいた。

　プラナハとの和平は、支援を取り付ける意味もある。

　リオネルと兄たちは、安易に破談を画策した自分たちの愚かさを、今になって思い知らされていた。







　ここで泥水を浴びせられた『ソフィー』は、正しい選択をしなければならない。

『ソフィー』は王宮に住んでいなかった。建前は『他国の賓客』で、長期滞在用に王宮の敷地内にある離宮に住んでいた。

　そして今、婚約者であるマティアスとの会食の為に王宮へ足を踏み入れようとして、このありさまだ。

　約束の時間は守れないが、引き返して着替える事もできる。だが、この女たちは何度でも『ソフィー』に泥水を浴びせるだろう。泥水くらいならまだましだ。マティアスや国王夫妻に謁見できないように、どんな手を使ってでも邪魔をし、恥をかかせ、傷付けようとするだろう。

　そして『誰がこんなひどい事をしたのでしょう』としらを切り続けるのは目に見えている。

　まだ戦争が終わって何十年も経っていない。レメの人間がプラナハを憎むように、プラナハの人間がレメの人間を憎む気持ちはよく分かる。

　だが二度と争いを引き起こさない為に、『ソフィー』はなんとしてでもプラナハの世継ぎの君に嫁ぎ、次世代の王を産まなければならない。レメの血を引く王子を、プラナハの王位に就けなければならない。

　リオネルもまだ十四歳だ。自分より遥かに年上の、社交界で争い慣れた海千山千のご婦人方にどう立ち向かえばいいのか、どう収めればいいのか、分かるはずがなかった。

　ここで気が弱い『ソフィー』のように、しくしくと泣き出せば、彼女らも溜飲が下がるだろうか。

　悔しいが、そんな風に下に出るしかないのか。確かに今はそれでしのげる。

　だがそれは何の解決にもなっていない。

　いつか『ソフィー』と再び入れ替わり、『ソフィー』がこの王宮でこんな目に遭うと考えると、リオネルは怒りと悲しみでいっぱいだった。

　誰が自分の妹を、こんな目に遭わせたいだろう。

　いっそここでこのご婦人方に殴りかかればいいのか。どうしたら解決できるのか。いつか嫁ぐ『ソフィー』を守る為に、どう立ち回ればいいのか。まだ子供といっていい年齢のリオネルは、途方に暮れるしかなかった。

「さっさと逃げ帰りなさい！　レメの負け犬！　あなたたち蛮族に、プラナハの善良な民がどれだけ殺されたか……！　汚い蛮族の血を王族に迎えられるはずがありません！」

　憎まれている。はっきりと思い知らされる。

　こんな憎まれている国で、心優しく穏やかな『ソフィー』は生きていけるのだろうか。不安しかなかった。

「……こんなところで何の話だ」

　俯いたままだったソフィーの耳に、冷たい声が響いた。

「……ま、マティアス殿下……！」

　見られるとは思っていなかったのか、女たちは狼狽した声をあげる。こんな王宮の外までマティアスが『ソフィー』を迎えに来るとは思っていなかったのだろう。

「随分古い話をしているな。……私が生まれる前の話を蒸し返して楽しいか？」

　マティアスはまだ数度しか会っていない『王女ソフィー』の婚約者だ。

　この世継ぎの君の笑った顔を、未だ一度もリオネルは見た事がなかった。美貌ではあったが、いつも難しい顔をしていて、言葉少なく、そして、口調はいつも冷たく感じられるくらい、素っ気ない。

　彼にとっても意に添わない婚約なのだろう。それはそうだ。国の都合で決められた、会った事もない敵国の娘を押し付けられた婚約だ。

「恐れながら、殿下」

　歩みでた女は、初老の貴婦人だ。

「プラナハの民は、このような敵国との婚姻を望んでおりません。……何故負けた国に押し付けられた姫を、我らの世継ぎの君が迎えなければならないのです？　何故、あのような蛮族の国の者を！　私の夫は、あの戦争で殺されております！」

　ああ、そんなにも根深く、悲しいのか、戦争は。

　リオネルは俯いたまま考える。

　祖父が言っていた。レメの民を守れと。

　もう犯してしまった過ちは取り消せない。失われた命には、償っても償いきれない。それでも、守らなければならないものが皆、あるのだ。

「まだ、そんな悲しみを繰り返したいのか。お前は、自分の悲しみを他者にも味わわせたいのか。……戦乱なぞ、起きぬほうが良い。それには万策を尽くさねばならない」

　思わぬマティアスの言葉に、リオネルはようやく顔を上げた。この世継ぎの君がどうここを収めるのか、興味を引かれずにいられなかった。

「亡くなられたウィラー卿は、素晴らしい将軍だったと聞く。惜しい人を失ったと、父上も嘆いておられた。ウィラー公爵夫人、愛する夫を失うのは、癒やしきれない深い悲しみであろうな。だが、再び戦乱が起これば、同じ悲しみを味わう者が現れる。……それでも繰り返したいか。和睦を認めぬか」

　しん、と場が静まり返った。深い沈黙の後、マティアスはリオネルに向き直り、口を開いた。

「ソフィー姫、民の無礼は私の責任だ。どうか、この者たちの非礼を許してやってくれ。もう繰り返さぬよう、厳しく言い聞かせ、罰も与えておく」

　リオネルはマティアスを見上げたまま、頷くしかできなかった。

　何を答えればいいのか言葉が浮かばないだけではなかった。

　この冷たい目をした、素っ気ない世継ぎの君が、初めて血の通った温かな人に思えていた。

「お前たち。ソフィー姫への無礼は私への無礼だ。彼女は私の婚約者で、未来の王太子妃だ。非礼をするなら、覚悟をしておけ」

　この人は、きっと『ソフィー』を守ってくれるだろう。リオネルはそう強く思えていた。

　いつものように淡々と、冷たくも感じる口調だが、誠意に溢れていた。彼が義務で敵国の王女を娶るとしても、言葉通りに必ず守ってくれるだろうと、信じられた。

『ソフィー』は祖父が言っていた通り、両国を繋ぐ未来への希望なのだ。それをこの世継ぎの君もよく知っている。知って、妻に迎えようとしてくれている。

「あ、ありが……」

　ありがとうございます、と言おうとしたその時だった。

　声が出なかった。いや、出せる事は出せる。喉がこわばり、うまく言葉が出てこない。絞りだそうとすると、掠れた、がらがらとした、荒れた声だけが途切れ途切れに溢れでた。

　リオネルは驚き、両手で口を塞ぐ。

「が、……っ……」

　自分の声だとは思えなかった。誰か別の人の声のように思えた。リオネルは口を開け、はくはくと荒い息を吐き出す。

「ソフィー姫？」

　異変に気付いたマティアスが歩み寄り、手を伸ばす。

「誰か、医者を呼べ！　……ソフィー姫、落ちついて。大丈夫だ、すぐに医者を手配する」

　自分の身に何が起きたのか、分からなかった。ひどく喉が痛み、熱を持っていた。突然起きた異変に、リオネルは為す術もなく、ただ立ち竦むだけだった。







「まあ、声変わりだったんだけどさ」

　数ヶ月ぶりに帰った母国の自分の部屋は、何も変わっていなかった。リオネルは身体を締め付けるコルセットとドレスからようやく解放され、寝椅子にだらしなくのび、寛いでいた。

「ちょうど良かったよ。そのおかげで『ソフィーは心労のあまり、声が出なくなった。祖国で療養すべき』ってマティアス殿下の口利きで帰国できたし、偽物のソフィーだとばれずになんとかなった」

「そういえば声変わりの時期だったな。お前ももうそんな年齢だったか。すっかり失念してたよ。……何にせよ、ばれて騒ぎになる前に無事、帰ってこられてよかった」

　一番上の兄であるヘラルドはしみじみと頷く。

　リオネルがソフィーに成り代わっていたのは、出発した夜には両親にばれていた。そこから両親は、なんとか祖父に露見せぬよう、大変な苦労をしてごまかしていたらしい。

　おとなしいソフィーに活発なリオネルのふりはいくらなんでも無理だった。

　そして七人の兄たちはリオネルが旅立った後、孫娘を送り出した祖父の気持ちを聞かされて、思うところがあったようだ。

「なかなか厳しいいじめはあったけど、多分、あのマティアス殿下がソフィーを守ってくださるよ。だから多少の心配はあっても、大丈夫」

「そんなにマティアスって器の広い男なのか？　噂ではものすごく厳しくて真面目で、冷酷だって話だけど」

　ヘラルドは半信半疑だ。リオネルも実際にマティアスに会うまで、そう思っていた。

「……いや、そんな事はないよ。確かに無愛想だけど……きっと不器用な人なんじゃないかな」

『ソフィー』姫は心労のあまりに声が出せなくなった、と診断を下されてから帰国するまで、マティアスはほぼ毎日、ソフィーの離宮にやって来ていた。

　忙しい政務の合間に、菓子や花だけを置いていく事もあった。時間がある時は、ソフィーの部屋へ顔をだす事もあった。

　繰り返し、彼は守れなかった事を詫びていた。

　まだ年若い『ソフィー』に、背負いきれないほどの重圧を押し付け、厳しい立場においてしまった事を詫びていたのだ。

　リオネルは何度も「殿下のせいではありません」と伝えたかった。だが、声を出せば、男だと気付かれてしまうかもしれない。『ソフィー』ではない別の誰かだと気付かれたなら、大変な事になってしまう。祖父やマティアスが願う両国の未来を台無しにはできなかった。

　この人は、とても不器用な人なのだとリオネルは思っていた。

　世間で言われているような、冷たい人ではない。厳しい人でもない。

　ただ不器用で、誇り高くて、自分の気持ちを伝えられないのではないだろうか。

　彼が『ソフィー』を愛そうと、守ろうとしてくれている事は、痛いほど伝わっていた。

　そう。彼が大切にしているのは『ソフィー』だ。

　リオネルではない。

　そう考えると、無性に悲しかった。

　男の自分はどうやってもマティアスに嫁げない。次の王も産めない。

　マティアスにふさわしいのは、『ソフィー』だ。両国の未来の為に嫁ぐのは、『ソフィー』だ。

「……ソフィーのふりなんか、するんじゃなかったな……」

「そうだな、お前にもひどい苦労させてしまった。ご苦労だった。けれどお前のおかげで心配事も減って、なんとかソフィーを笑顔で送り出せるような気がするよ」

　ヘラルドもソフィーも、他の兄たちも両親も、リオネルのやるせなく切ない気持ちなぞ、気付かないだろう。

　いつかマティアス殿下を忘れられるのかな。忘れられたらいいな。

　リオネルはそう願わずにいられなかった。








【終】




あとがき







　読んで下さってありがとうございます。宵よいといいます。変な名前で恐縮です。適当につけたまま定着してしまいました。後悔先に立たずというやつですが、これはこれで気に入っているペンネームになりました。慣れるものですね。

　この物語は２０２０年４月に配信した『牙狼王子の純真』の番外編になります。続きを読みたいと言って下さる方々がいらしたので、思い切って、生まれて初めて子供が生まれる話を書きました。

　普段あとがきは（よほど事情を説明しなければならない限り）書いておりませんが、今回は自分でも変な話を書いてしまったと思ったので、何を意図しておかしな話を書いてしまったのか、お話ししておこうかと思います。

　オメガバースもはやっておりますし、ボーイズラブで子供が生まれる話はさほど珍しくはないです。今まで書かなかった理由は「子供、特に赤子をうまく書ける自信がなかった」からでした。

　子供を産んだことも育てた事もない上に周りに小さい子供もいません。空想と本で読んだ知識で書くしかなく、どう書いたらいいのか分からず、とても自信がありません。動物の赤ちゃんなら動画でたくさん見ているから書けるのに……。

　そして子供の生まれ方ですが、狼と人という異種族でかつ同性なので、普通の生まれ方をしてはいけないと思いました。自然の理ことわりに反した生まれ方というと、おとぎ話や中国伝奇、伝説は、異種族婚なら生殖器とは無関係な出生をしている。そうだ！　普通の生まれ方をしてはいけない！　と思い、この出産方法になったのですが、変な話になってしまったなとも思います。そこは深く考えず、ぼかして書けばよかったのかもしれません。

　自分でもおかしな話を書いてしまったと思っていますが、頑張って書いたので、楽しく読んで頂けたらいいなあと思っております。

　重ね重ねになりますが、ここまで読んで下さってありがとうございます。誤字脱字には十分注意を払っておりますが、万が一問題がございましたら、お手数ですが書誌にある連絡先にご一報頂けるとありがたいです。

　どこかでお会いできたら、また是非、私の書いたお話を読んでやって下さい。








２０２０年09月　宵
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